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第 2 章では、多値しきい値論理研究の出発点として、また 3 値しきい値関数実現に重要な意味をも
っ、 3 値しきい値関数の生成について述べている。 3 変数までの 3 値しきい値関数を生成するための
数列表を求め、この数列表に基づく、しきい値関数の判別、実現の方法を述べている。
第 3 章では、 3 値 n (孟 3 )変数しきい値関数の特徴パラメータを算出している。この特徴パラメ
ータを用いることにより、 3 値 n (豆 3 )変数しきい値関数の判別、実現は、きわめて容易に行なわ






るための必要条件で、あること、完全単調性と多値 2-アサマピリティー (asummability )とは同値で
あることなどを、明らかにしている。さらに、多値論理関数の集合に対して完全単調集合を定義し、
多値論理関数の集合が 1 個の可変しきい素子で実現されるならば、その集合は完全単調集合であるこ
とを、示している。また、 3 値 3 変数論理関数に対しては、完全単調性はしきい値関数であるための







(1) 3 値n (孟 3 )変数しきい値関数を生成するための数列表を求めている。
またこの表に基づくしきい値関数の判別、実現の方法も明らかにされている。
(2) 標準的な 3値 n (三 3 )変数しきい値関数の特徴パラメーターを算出し、特徴パラメーターによる
3 値n (孟 3 )変数しきい値関数の判別、実現方法が明らかにされている。
(3) 複数個の多値しきい値関数を、 1 個の可変しきい素子で実現する問題を考察し、多値しきい値関
数の集合に対して、出力ベクトルというものを定義し、その性質を用いることにより、集合に属す
るすべての関数を、 l 個の可変しきい素子で順次実現する方法を提案している。
(4) 多値論理関数の完全単調性を定義し、さらに多値論理関数の集合に対して、完全単調集合という
ものを定義し、これらの性質を明らかにしている。この性質を用いることにより、 1 個の可変しき
い素子では実現できないような多値論理関数の集合を、可変しきい素子回路で実現する方法を明ら
かにしている。
以上のように本論文は、論理回路の実現という問題を、多値しきい素子による多値論理回路の実
現という場合を対象として研究し、基礎的な方法についての新しい重要な成果をあげており、通信
工学、電子工学に寄与するところが大である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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